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洋上風力通信

洋上風力発電導入量の多い欧州では、発電施設の
設置において各国の法律等に準拠した環境影響評価
が行われ、環境や生物への影響に関する知見が蓄
積・共有されています。一方、日本では洋上風力発
電普及のために法律やガイドライン等が整備されて
いるものの、国内の環境影響評価に関する情報はま
だ少なく、陸上風力発電で培ったノウハウや諸外国
の手法や知見を参考にしているのが現状と言えます。

洋上風力発電施設の設置形式は、海底に直接基礎
を築く“着床式”と、海上に浮かべた浮体の上に設置
する“浮体式” の2つに大別されます。これらは設置
場所の水深や海底地形・地質等によって最適な形式
が採用され、設置する発電施設の規模によっても環
境に対する影響が変化します。
施設の設置による海域への影響としては流況、水

底質環境や生物相の変化等が考えられますが、各々
の影響の関連性は複雑に関わり合っています。例え
ば、施設を設置することによって流向・流速が変化
することで海底面が変化し、その結果底生生物相が
変化する可能性があります。
海中に設置される基礎や係留設備などの構造物に

は、耐久性を向上させるために海藻類やイガイやフ
ジツボ等の付着を防止する処理を行うのが一般的で
すが、あえて処理を行わずに海藻類を繁茂させ、ウ
ニやアワビ、小型巻貝類等の餌にするという考え方

もあります（写真参照）。また、海藻類が繁茂して
藻場が形成されると魚類をはじめとする生物の隠れ
場所や棲み場所にもなるため、構造物が人工魚礁の
役割を担う場合もあります。

施設の設置や稼働が海域へ及ぼす影響はプラスと
マイナスの両方が考えられます。建設開始前のアセ
スメント調査は当然ですが、例えば水中騒音などは
調査結果の解析だけでは客観的に環境影響を評価す
ることが困難なこともあるため、稼働開始後の継続
的なモニタリング調査の実施と情報共有の重要性が
有識者の間でも叫ばれています。これからは、その
地域の自然環境や社会環境等の変化の追跡が必要不
可欠となるでしょう。
弊社は海域をはじめとする環境調査を社業として

おりますので、ご興味・ご関心のある方は是非ご相
談ください。
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洋上風力発電施設の設置に伴う
水中環境への影響
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